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次　号　予　告
特集　ビッグデータ研究とは何か
楽天におけるビッグデータを対象とした機械学習・深層学習の活用事例 
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生活者の実行動から新たなマーケティングの成功モデルを創造する . . . .江頭瑠威・山川茂孝（（株）電通）
確率的潜在変数モデルに基づくデータマイニング 

 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .岩田具治（NTTコミュニケーション科学基礎研究所）
見過ごされてきた現場の問題―真に有益なクラスタリングを目指して― 

 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 宇野毅明（国立情報学研究所）
ビッグデータ時代に向けた革新的アルゴリズム基盤 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .加藤直樹（兵庫県立大学）
ビッグデータにおける学術と研究の動向と方向 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .徳山　豪（関西学院大学）
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編集後記
●今月号の特集「はじめよう線形計画法」はお楽しみ
いただけたでしょうか？　この特集は自分（高野）が
編集委員会で提案し，繁野先生と実現に向けて着手す
るよう猿渡委員長から命じられたことが始まりです．
●特集の実現には執筆者が欠かせませんが，残念なが
ら自分のような小物が執筆を依頼しても断られてしま
うことが多いです（涙）．一方で特集のまとめ役に顔
の広い人物を据えて，そのまとめ役から執筆を依頼し
てもらえば，この問題は解決できます．そこで，自分
は博士課程の指導教員であった山本先生に相談し，
（最初は若干の難色を示されたものの…）特集のまと
め役を快諾していただきました（感謝）．
●その後は山本先生・繁野先生と相談し，三人で分担

して執筆の依頼をしました．執筆者が揃った段階で繁
野先生が担当編集委員として任命され，自分の役割は
終わりました．繁野先生によると，山本先生の緻密な
進捗管理の下で原稿はすべて期日どおりに完成したそ
うです．このようにして，今月号の豪華な執筆陣によ
る素晴らしい特集は実現したのです．
●編集委員の役割は「読者の期待する特集を実現する
こと」だと考えますが，特集を提案して実現させるこ
とは楽しくも大変な作業です．そこで読者の皆様にお
願いですが，よい特集案をおもちの方は，ぜひ編集委
員までご一報ください（その際には，ぜひ特集のまと
め役の名前も添えて）．そして特集への協力を依頼さ
れた方は，どうか快くご承諾をお願いいたします．

（高野祐一）
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